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公立大学法人    都留文科大学 

 

第 1 回理事会 

 

議事概要 

開催日：令和 3年 6月 29日（火） 午後 2時 15分～午後 4時 21分 

場  所：附属図書館 4 階学習室 

出席者：山下誠理事長、藤田英典副理事長、齊藤浩稔理事、杉本光司理事、田中昌弥理事 

山中伸一理事、小林重雄理事、渡辺和廣監事、宮本和之監事 

 

 

■理事長挨拶 

山下理事長よりあいさつ 

                                              

 

■副理事長（学長）挨拶 

 藤田副学長よりあいさつ 

                                                                  

 

議      事 

（１） 令和 2年度都留文科大学事業報告について 

○担当から会議資料 1-1、1-2に基づき説明。 

 第 2期中期計画最終年度の 6年目。年度計画 170項目を評価。 

コロナ禍による特殊事情を勘案し、評価段階を引き下げることなく全体評価を「Ａ評価」と

した。中期計画の進捗は順調。 

※審議の結果、承認。都留市評価委員会へ提出。 

 

（２） 令和 2年度都留文科大学決算について 

○担当から会議資料 2-1、2-2、2-3、2-4に基づき説明。 

【収入】予算額 3,273,176千円 決算額 3,053,841 千円  

【歳出】予算額 3,273,176千円 決算額 2,933,550 千円  

※審議の結果、提案通り承認。 

 

（３） 監査結果報告について 

○各監事より資料 3に基づき説明。 

業務監査・会計監査について、監査結果の概要及び、是正又は改善を要する事項について、

説明。 

  業務の執行は、適正に行われていると認められる。年度計画の進捗についても順調であると

認められる。 

（４） 第 2 期中期目標に係る都留文科大学業務実績報告について 
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○担当から会議資料 4に基づき説明。 

 第 2期中期目標の全体評価。 

 全体評価は「Ｂ評価」とした。中期目標は概ね達成。 

 ※審議の結果、承認。都留市評価委員会へ提出。 

（参考：第 1期中期目標 全体評価「Ａ評価」） 

 

（５） 第 2 期中期目標監査報告について 

○監事から会議資料 5に基づき、是正又は改善を要する主な事項について説明。 

業務の執行は、適正に行われていると認められる。第 2期中期目標については、概ね達成

であると認められる。 
 

（６） 第3期中期目標期間における業務の財源に充てようとする積立金に係る承認申請書

について 

○担当から会議資料 6-1、6-2に基づき説明。 

第3期中期目標への繰越金として承認を受けようとする額 金125,643,000円 

  充当する業務の内容 

   教育研究及び組織の改善 68,200,000円 

   奨学金事業（グローバル奨学金、成績優秀者奨学金、スタートアップ奨学金、修学支

援返還金） 57,443,000円 

 ※審議の結果、承認。 

 

報    告 

（１） 新型コロナウイルス感染症対応について 

 ○担当から報告資料 1-1、1-2について説明。 

   「公立大学法人都留文科大学新型コロナウイルス感染症等対策本部」の設置及び本学の

感染症対策に関する対応状況等について報告。 

 

（２） 新棟の建設（スケジュール）について 

 ○担当から報告資料 2について説明。 

  旧南都留合同庁舎跡地の新棟建設スケジュール・整備内容等について、昨年度からの変更

内容について報告。 

 

（３） 大学認証評価結果について 

 ○担当から報告資料 3について説明。 

2020年度大学評価の結果、本学は大学基準協会の大学基準に適合していると認定。 

   認定の期間は、2021年 4月 1日から 2028年 3月 31日まで。 

 

（４） 令和 3年度志願者状況について 

 ○担当から報告資料 4-1、4-2について説明。 

   学生のアイデアも活用しながら志願者増につなげる。 

 

（５） 令和 2年度（令和 3年 3月卒）就職状況について 
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 ○担当から報告資料 5について説明。 

  令和 2年度の就職状況確定数について報告。 

  教員就職者 178名（前年度 190名）、公務員 111名（前年度 101名）、企業 381名（前年度

397 名） 全体就職率 98.5％ 

 

以上 

 


